
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年７月１９日 ２０時４８分頃 

発生場所 福井県おおい町犬見
い ぬ み

埼南東方沖 

 赤礁
あかぐり

埼灯台から真方位２２４°３.０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３５°２９.３′ 東経１３５°３７.６′） 

事故の概要  プレジャーボート雷神
らいじん

は、航行中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年８月１９日主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 雷神、１.８トン 

 ２５１－２１７１６福井、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船底に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、波向 南東、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過 (1) 本事故発生の状況 

本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者３人を乗せ、小浜湾北

方沖で乗船者が釣りを行っていた。 

船長は、風が強く吹き始め、波高が約２ｍ（船長の目測、以下

同じ。）になってきたので、予定を早めて福井県高浜町所在のマ

リーナに帰航することとし、本船は釣り場を出発した。 

船長は、前方が数Ｍ表示されたＧＰＳプロッターを作動させ、

操舵室右舷側に立って手動操舵で操船に当たり、約６ノットの対

地速力で本船を南進させた。 

船長は、おおい町赤礁埼東方沖で本船を右転させ、いつものよ

うに青戸
あ お と

の大橋に設置された赤色の橋梁標識灯（右側端灯、以下

「本件標識灯」という。）の灯光を目標とし、時々ＧＰＳプロッ

ターで船位を確認しながら本船を南西進させた。 

 船長は、犬見埼の東方に達した頃、波高が約１ｍに低下したの

を認め、また、ＧＰＳプロッターで同埼南東方の水上岩の存在を

確認するとともに、５ｍ等深線の表示によって、陸岸から同埼南

東方沖に拡がる水深５ｍ未満の海域（以下「本件海域」という。）

を確認した。 

船長は、ふだん、夜間に本件海域を帰航する際、本件標識灯の

灯光を目標として操船することによって、本船は本件海域で比較

的水深が深い南側を航行していた。 



船長は、本船が本件海域に至り、本件標識灯の灯光に意識を集

中し、ＧＰＳプロッターから目を離して操船していたところ、船

体に衝撃を受け、本船が浅所に乗り揚げたことに気付いた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

船長は、マリーナの代表者に電話を掛け、本事故の発生を伝え

て救助を依頼し、同代表者は本事故の発生を海上保安庁に通報し

た。 

本船は、マリーナの船舶によって浅所から引き下ろされ、船長

が操船してマリーナに戻った。 

本船の喫水は、船首約０.２５ｍ、船尾約１.１０ｍであった。 

(2) 本件海域の水路状況 
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海図Ｗ１１６５（小浜湾付近）によれば、犬見埼至近には、水

上岩は記載されているものの、５ｍ未満の等深線は記載されてい

ない。 

本件海域では、ＧＰＳプロッター画面を拡大表示しても、５ｍ

未満の等深線は表示されなかった。 

(3) 船長の操船経験 

船長は、本事故の約３年前に本船を購入し、主に小浜
お ば ま

湾北方沖

で釣りをしていた。夜間、マリーナに帰航する際、何度も本件海

域を本船で航行しており、操船に慣れていた。 

分析 (1) 本船は、本件海域を南西進中、風力３及び波高約１ｍの風及び

波を受けていたことから、北西方に圧流され、本事故当時、ふだ

んとは異なり、犬見埼寄りを航行していたものと考えられる。 

(2) 船長は、本件海域を操船する際、ＧＰＳプロッターから目を離

し、同プロッターで船位を確認しなかったことから、本船が犬見

埼寄りに圧流されていることに気付かなかったものと考えられ

る。 

(3) 船長は、本件海域を操船する際、これまで本件標識灯の灯光を

目標として操船することによって本件海域で比較的水深が深い南

側を安全に航行していた経験から、ＧＰＳプロッターから目を離

して、本件標識灯の灯光のみを頼りに漠然と操船していたものと

考えられる。 

(4) 船長は、夜間に本件海域を操船する際、習慣的に本件標識灯の

灯光を目視に頼って本船を航行させていたことから、ＧＰＳプ

ロッターで船位を確認しなかったものと考えられる。 

(5) (1)～(4)から、本船は、南西進中、浅所に乗り揚げたものと考

えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が本件海域を南西進中、船長が、ＧＰＳプ

ロッターで船位を確認しなかったため、本船が風浪に圧流されて犬見

埼寄りを航行していることに気付かず、本船が浅所に乗り揚げたもの

と考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、浅瀬付近で操船する場合、目視のみならずＧ

ＰＳプロッター等の航海計器も使用して船位を確認するととも

に、風や波による浅瀬方向への圧流を考慮し、浅瀬から安全な距

離を確保すること。 

 


